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〔其目日〕3月「2q日（月）午隔子1ε㌍F半1）4q寺

〔会場コ・青山rう・ミアビル5F（地下鉄金侵座線表，参；重馬｝ξ下車．A5・出［1前）

〔受講米斗〕　5’00円　　　　　　〔定翼〕loo名

〔講座内容〕了部『美婦・の危機di円よ帰
　　　　　　　2部　【P離婚に受難な迭律乙面心売1勘’金住典3弁講士

　　　　　　　3剖3　c「噴’闇と5’；tズカッジョソ、9

32回 ニコ＝コ離婚講麿のお・施6せ
rf．　f．：

66
ﾍんどいんはんどへのおtそい

☆才IO回はんこ≧痴1さんどあ会

〔臼理芋〕3」『i8S（朱）ZrF名噛し6暗半～8レ購

（場前〕新i争町ビル1階
　　　？rナン押テ｛ック・サ0ソa

（会費〕tooo円　C定員〕i2名
（内」容」前回にひき糸三吉，r主婦．。？なん勘う」

　　どいう〒一マで官帯し合い蓉3。
〔申し逼∂ナ方ヲ去」3日前きz臼こ．TEL．亀）2・　7ss午

　　　　　　B．　tVI‘T　t）．　AMtt：ee　iv　PM　S：　OO
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★芽・q回の’会’含ぞ‘δ，白熱の議言命で：1β罪悪30分類∴・アッという闇に週ぎマ
　しまいぎした。暗；間力ぐあ蓉リありませんのζ・：6時斗…16：じま）一階守して下：託、σδ5しぐ。

編　 後言己3貝号のv児童心理』
　　　　　　　（金子書β｝1680）の中に
「離婚二二一一｝t・’乙1こ二尉影響ご物憐

という題τ泣教大学助敬撹・佐藤悦股
んズ｝こら喚L味三栗「し、言舌左‘書し、Zし、ま3。　芝　しで．

女5家庭き描硫物語’ご，？ア’しフォン又の

ヘリコつ。ターdi（グ：：ッラ・バ9イストロムィ乍。

イ皆，歳ネ士　1670）カぐあります。また。∈｝ど6

がδむ，離婚の本ζして，mこうしで出
（立・片岡輝。tぎ’さん舎Ef　tOOO）ヵご，あり

ま寸。パ，バと・マ：～は，と（もイ中が罐くで．別

焔ことになり．サの子はノNOJ・xo・tく63こ

乙にな葛の～さ・3。言売｛時終んで．月白力ご．つまり

まし’た。　私たち．“i8ん，どいんiまんX・”Z’tま，

モ，とち7X’うカ’たちの伊州徴昏乙子こも《肺』

Eイ乍i3うとしているここ3～さ・す。　　　　　　ノ曜

▼lqｹ釜懇露昌昏講座発行

▼発行人・円より5・オ編集人・畢両三ド

N2月に1δ．9s白紙・詰演力’せτく，1・L　b

協力着力ぐいました。より珍くの且カカが必

勲甲唄。「言舌なら　e・　，s　ttうAt・v・う方、；赤柏

左して下マい。お婚ちしし7いぎ彦。

先日アンリ‘一一ト左．送っ践み裕さきへ。

お・争叡～障ヌ｝∴協力をお願も・し3iす。

、さんt・VNんはんビ定期丁丁の械力」

カ・わりまし琵。〔q別算1肉に、〉・1号芝　ST，．　一e

力憾5．・今苞ご・す～と、r臥司ぎカぐ系亮いZδ3・Vました。

ちいくんゼ着しいのど噂力ご今字麦13．定期員薄

言売半‘年分tOOO円・1年分2000円に」8’
，ま寸。毎月送，ってい佐㌦さんどトん熔んど”が車云

居党不明ぞ戻っでくさこどノb12あljますげ姓力こ壌：

わっ乞り．転居の暗iには．ξ残αうせ下マい。獅し
くお申し逗｛叶の方も．イ主1勢／さ正雁に幽いZ下田い’

　　　　　　　　　　　　　　　　　e

購読方法

i11sro

彙京都富谷区神宮前3－33・一2
　原宿A仏202　オ7（ス・ヨリック


